（社） 日本設計工学会 四国支部

平成２２年度 特別講演会・研究発表講演会

開催日時：平成２３年３月２２日（火）

会    場：新居浜工業高等専門学校  第一、第二、第三会議室
交通案内：添付書類に示しましたのでご覧下さい．

参 加 料：無料（但し，研究発表講演論文集１冊1 000円）
Ⅰ 特別講演会：１３時００分～１３時５０分
演題：「中小企業における技術開発について」

講師：株式会社テラマチ　専務取締役　　寺町　英樹　氏

会場：第一会議室（管理棟3階）　
Ⅱ 研究発表講演会： 

●第１会場：第二会議室（管理棟２階）
①１４時００分～１５時２０分

座長  高知工科大学    竹内 彰敏（仮）

（１）競技用ソーラーカー”KNCT-10’S”の開発



香川高等専門学校（高松）
※萱原　淳一


香川高等専門学校（高松）　　　　岩田　弘


「Dream Cup ソーラーカーレース鈴鹿2010」の出場に向けて製作されたソーラーカーについて，その設計とレースデータの分析を行った．分析結果に基づいて，次大会に向けた改良と成績向上について報告する． 


（２）２光束干渉法によるFBG素子の製法に関する研究



香川高等専門学校（高松）　　　※岩田　弘



　　　　　香川大学工学部　　　　　　　　　須崎　嘉文
香川高等専門学校（高松）　　　　横内　孝史
(元)香川大学工学部　　 　　　　　江島　正毅
波長選択性を有する光ファイバーFBG素子を製作するために，従来とは異なる２光束干渉法を実用化した．さらに，光学系の機構を工夫して高性能化した研究について報告する．

（３）ＣＡＥを用いたギターの音質設計
高知工科大学                　 井上　喜雄

高知工科大学                   芝田  京子

　　　                             高知工科大学大学院             浅野  賢児

高知工科大学　　　　　　　　　 仙石　敬範

高知工科大学大学院　　　　　　 松澤　俊博


ギターに関して弦の張力と弦と胴の連成を考慮した有限要素法モデルを構築しモード歪エネルギー法によるモード減衰比の計算法，弦を弾く動作のモデル化法とモード初期振幅の計算法を示し，その結果により音を創生する方法を提案している．
（４）受動車輪型２足ロボットの移動性能に関する研究


高知工科大学大学院              ※瀬川　靖彦　　　

高知工科大学                　    井上　喜雄

高知工科大学大学院                平井　優　　　

高知工科大学                      万福　崇裕
受動車輪によるローラースケート走行をするロボットに関して，その動作シミュレーション

および動作実験を行いシミュレーションの妥当性 の確認をおこなった後，シミュレーションによりパラメータの影響について検討した．
②１５時３０分～１６時５０分
座長  高知工科大学    井上 喜雄（仮）

（５）背後に発泡ウレタン層を有する薄板構造吸音材の垂直入射吸音率解析



新居浜工業高等専門学校

  鎌田  慶宣




新居浜工業高等専門学校

※越智　稔




愛媛県産業技術研究所

  仙波  浩雅

薄板と多孔質材料を組み合わせた積層構造による低周波数域での吸音性能を向上するための設計要件をさぐることを目的に、音響FEM解析を実施した。その結果を実験値と比較し、両者の傾向的な一致が得られたので報告する。
（６）竹粉を用いた機械要素用材料の開発




新居浜工業高等専門学校

※越智　真治




新居浜工業高等専門学校
　鎌田  慶宣　


（元）仙台工業高等専門学校
  千葉　圭悟　

（元）仙台工業高等専門学校           畠　将太

竹の有効利用を目的として，竹の粉末をプレス成形し，その成形体の強度特性を調査

した．また，この竹プレス成形体の機械要素用部品への応用として，歯車の成形を試みた．
（７）小型固体高分子形燃料電池の水素と空気の加湿条件による発電特性



名城大学大学院　

※鷲野　真也



名城大学大学院


　三谷　歩
　　　　　　　　　　　　　　　　　名城大学　　　　　　　　　　　　中島　公平

　　　　　　　　　　　　　　　　　名城大学　　　　　　　　　　　　村上　好生

小型固体高分子形燃料電池を用い、電池、加湿器および配管の温度を制御し、水素と空気のそれぞれの加湿温度を変えて発電特性を調べた。これらの結果は小型固体高分子形燃料電池を設計する上で重要な資料となる。


（８）撥水処理型スラスト軸受の特性（撥水部面積割合と接触角の影響）



高知工科大学
※北邑　有希雄



高知工科大学
  竹内　彰敏
　　　　　　　　　　　　　　　　　オートマックス（株）　　　　　　寺田　聖一

壁面スリップが発生し易い撥水処理面と未処理面をすべり方向に交互に配置した平坦な平衡平面を持つスラスト軸受の特性に及ぼす，撥水部面積割合と接触角の影響を調べ，撥水処理型の作動原理の確認を行った．
●第２会場：第三会議室（管理棟２階）
①１４時００分～１５時２０分
座長  新居浜工業高等専門学校  吉川 貴士（仮）
（９）慣性力を利用したパッシブサスペンションの開発



徳島大学　　　　

※日野　順市




徳島大学　　　　　　　　　　　　園部　元康

徳島大学                        藤川  恭平
車体および車輪間の相対的な直線運動をボールねじにより回転運動に変換することで，車体および車輪間の相対加速度から回転円板により慣性力を発生させる装 置を組み込んだパッシブサスペンションを開発する．
         （１０）ニッケルと超硬金属複合体の焼結技術開発




愛媛県産業技術研究所

※藤本　俊二




愛媛県立高等技術専門校

  宇都本康夫　

元愛媛県工業技術センタ－        中塚  三郎


研磨特性の良いNiと硬質なWCの粉体を均一に混合し、真空中での放電プラズマ焼結により、4mm程度の厚みの硬質複合金属材料の開発を行った。焼結したサンプルの密度、硬さ、抗折力及び研磨前後の表面粗さを測定して、金型表面に適した焼結条件を検討した。

（１１）無料のＣＡＤと解析ソフトを用いた小型発電機の設計



高知工科大学


※立花　邦彦



高知工科大学


    岡　宏一



高知工科大学


  楠川　量啓
無料のＣＡＤと解析ソフトを用いて、小型発電機の設計を行うのに際し、どのように設計を進めるのかや、どうすれば効率的に設計を進めることができるのかの実例をしめす。

（１２）「尾ひれ推進船」教材の基本性能



呉工業高等専門学校

※野村　高広



呉工業高等専門学校

  佐藤　太一郎



呉工業高等専門学校

  髙津　康幸
高専・大学における「モノづくり演習科目」や地域の市民講座・出前授業などに利用できるホビーサイズで改造のしやすい尾ひれ推進船の教材開発を行った．教材の利用状況を紹介するとともに，尾ひれ形状による泳動速度の特性などの基本性能について報告する．
②１５時３０分～１６時５０分

座長  徳島大学    日野　順市（仮）
（１３）ナイロンコーティング軸の耐久試験機による
高負荷状態における性能特性




(株)曽我部鐵工所

※大井　紀夫

(株)曽我部鐵工所　　　　　　　　 近藤　直樹

新居浜工業高等専門学校　　　  　 伊藤　龍一

新居浜工業高等専門学校           吉川  貴士

シャフトに直接ナイロンコーティングを施したナイロンコーティング軸が普及しているが、

現状では高負荷の領域での普及には至っていない．そこで、高負荷条件下での耐久摩耗試験を行う装置を開発し、実際に試験を行っている。装置及びサンプルデータを示し、今後の方向性を述べる．
（１４）天然繊維強化ＳＭＣの疲労特性について



京都工芸繊維大学              ※濱田 泰似



京都工芸繊維大学　　　　　　　 　陽　玉球

天然繊維、Ｊｕｔｅクロスを用いたＳＭＣ（シートモールデイングコンパウンド）の物性について検討した。低サイクル疲労試験も行い、安全率について検討し従来からのガラス繊維を強化材としたＳＭＣと比較した。

（１５）旋盤加工における匠の技の視える化における西条市の取り組みについて



西条市役所

        ※辻中 武史



新居浜工業高等専門学校

  吉川 貴士



西条市役所      

  越智 三義
                               　 京都工芸繊維大学                濱田 泰似

旋盤加工歴71年の匠の動きと非熟練者のものと比較検討し、違いを浮き彫りにしている．

そこから技能の伝承のための立ち位置などの姿勢や製品に対する考え方について明らかになったことを報告する．

（１６）旋盤加工における匠の技の伝承における教育の在り方について



新居浜工業高等専門学校

※松田　陽一

新居浜工業高等専門学校
　小田　健二

新居浜工業高等専門学校　　　　　吉川　貴士
西条市役所　　　　　　　　　　　辻中　武史

西条市役所　　　　　　　　　　　越智　三義

企業における旋盤加工職人と学校教育現場における職員との立ち位置などの姿勢や製品に対する考え方についてのアンケート結果をもとに、学校教育との視点の違いから研修の在り方について考察する。
｛講演時間15分，質疑討論5分，※は発表者｝

Ⅲ）問合せ先：
社団法人 日本設計工学会 四国支部

〒782-8502  高知県香美市土佐山田町

高知工科大学システム工学科（機械系）
TEL．0887-53-1030（機械系代表）

（大会事務局）　〒792-8580　愛媛県新居浜市八雲町7-1
新居浜工業高等専門学校　機械工学科　内

平成22年度総会研究発表講演会事務局   鎌田　慶宣
TEL:0897-37-7737　/FAX:0897-37-7734
e-mail：kamada@mec.niihama-nct.ac.jp
Ⅳ）参加申し込み期限：平成23年3月15日（火）
Ⅴ）その他：講演論文集（一部1 000円）は当日，受付にて販売いたします．なお，残部がある場合には，実費（論文集代及び送料）にて配布しますので，講演会開催後，大会事務局（新居浜工業高等専門学校）にお問い合わせ下さい．
以  上
